
 

 

 

 

 

 

□ （1） 各地で観測された気象の記録を図記号を使って地図上に記入したもの。

□ （2）

□ （3） まわりよりも気圧が低いところ。 

□ （4） まわりよりも気圧が高いところ。

□ （5） （3）付近には雲が（　①　）く、（4）付近には雲が（　②　）。

□ （6） 大気は気圧の（　①　）いところから、（　②　）いところへ向かって流れる。 

□ （7） 風は等圧線の間隔が（　　　）いところほど強くふく。

□ （8） 高気圧の中心部では（　　　　　）となるので、雲ができにくい。

□ （9） 低気圧の中心部では（　　　　　）となるので、雲ができやすい。

□ （10） 高気圧の地上では風は高気圧の中心から（　①　）回りに（　②　）。

□ （11） 低気圧の地上では風は低気圧の中心から（　①　）回りに（　②　）。

□ （12） 気温・湿度がほぼ一様な空気のかたまり。

□ （13） （12）には冷たい空気をもつ（　①　）と暖かい空気をもつ（　②　）がある。 

□ （14） 性質の異なる気団は、互いに接してもすぐには混じり合わず境の面をつくる。この境。

□ （15）  （14）が地表面と交わるところ。

□ （16） ほとんど動かず停滞する前線。

□ （17） （16）の記号。

□ （18） 低気圧の進む方向の前方にできる前線。

□ （19） （18）の記号。

□ （20） 低気圧の進む方向の後方にできる前線。

□ （21） （20）の記号。

□ （22） （18）の進み方。 

□ （23） （20）の進み方。 

□ （24） 寒冷前線が温暖前線に追いついたときの前線。

□ （25） 寒冷前線にできる雲。

□ （26） 寒冷前線は（　①　）い範囲に（　②　）い雨を（　③　）時間降る。通過後は気温が（　④　）る。

□ （27） 温暖前線にできる雲。 

□ （28） 温暖前線は（　①　）い範囲に（　②　）い雨を（　③　）時間降る。通過後は気温が（　④　）る。
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同一時刻の各地の気圧の値の等しいところを結んだ、滑らかな曲線。通常4ｈＰａごとに引き、
20ｈＰａごとに太くする。

目標時間

25分3.前線の通過と天気の変化

単元4 気象のしくみと天気の変化

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目


